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第2回通常総会(漂)開催される
昭和57年5月31日、社団法人町団法人会の第二

回通常総会が盛大に開催されました。

町田税務署長、東京税理士会町田支部長他多数

のご来賓を迎え会員130余名の出席のもと、杉浦

青年部会長の司会にで石井副会長の開会の辞に続

いて会長挨拶あって議事の審議に入った。

定款の定めるところにより三橋会長議長席につ

き、斉藤総務委員長より別紙議案書に基づき議事

の説明と鈴木酉市監事の監査状況の報告があり、

各議案とも万場一致にて承認可決された。

総会風景

引続いて56年度会員増強運動の功績者、東京税

理士会町田支部並びに町田法人会役員36名に対し、

三橋会長より感謝状と記念品の授与が行われ続い

て5月10日設立された婦人部会の設立披露と役員

紹介及び来賓のご紹介についで、西川町田税務署

長並びに東京税理士会町田支部飯田支部長代理に

で早川副支部長の当会に対するご支援とご鞭躍の

意味を含めての感銘深いご祝辞を賜り鈴木副会長

の閉会の挨拶あって第一部の総会を終わる。

寝弘
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必吉弘
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本日社団法人町団法人会、第 2回通常総会開催

に当りまして、町田税務署長はじめご来賓の方々、

又法人会の皆様にはご多忙の折ご遠路お暑い中を

ご列席頂きまして誠にありがとうございました。

平素は町団法人会の運営につきまして税務当局

並びに役員、会員の皆様には絶大なご支援ご協力

を賜り心より御礼を申し上げます。

法人会は皆様ご承知の通り、昭和22年4月法人

税申告納税制度が施行されました折全国各地に誕

生した訳でございます。当法人会は昭和25年10月

に発足し、 一昨年昭和55年10月に、社団化を達成

し、現在に至っております。社団化当初の会員数

は1，620社、加入率57.2%でありましたが、現在

は会員数2，215社、加ん率70%と云う実績をあげ

ております。これは咋年末に実方包いたしました、

会員増強運動に際し税理士会の諸先生方、町田税

務署の担当官各位をはじめ、法人会各役員、会員

などこの運動に参画された方々の大変なご努力に

よるものでございます。加入率50%より、 一拠に

70%を越す、 この大成果は東法連46法人会中でも

群を抜く実績であり、去る 5月13日の東法連の通

常総会におきましでも「会員増強優秀会」並びに

「会員増強最上位功労者」と二つの最高位受彰の

栄誉を受けたのであります。これは法人会活動中

特筆すべき快挙であると存ずるのであります。

本日は議事終了後、増強運動における功労者を

顕彰してその多大な功績を讃えたいと思います。

西川署長からはこの皆様のご功績に対し誠にお

見事な、直筆色紙を特にご揮篭賜りましたことを

この席をお借りしてご披露申し上げお礼申 し上げ

ます。

今後も増強運動については皆様の格段のご支援

を賜り会発展の基盤作りにお力添えをお願い申し

上げます。

法人会の来E織強化につきましては国税局法人税
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挨 拶

(社)町田法人会会長 三橋忠正

課の発案による「法人会運営の手引書」を参考と

させてT買きながら、各地区会の充実と源泉部会、

青年部会、婦人部会等会員の利益のための理想的

な手且織作りを実施して参りました。しかしながら

地区会の事情による、構成の梢々遅れておるやに

見受けられる地区においては、今後の課題として

地区役員さんの一層のご努力と税務署のご指導を

切望する次第でございます。

源泉部会 ・青年部会におきましでは現況に即し

た事業活動を活発に推進しており更に本年5月10

日には、会員数51名を擁して婦人部会が発足を致

しました。この事につきましては本総会に於て、

のちほど部会発足の経過と幹部役員のご紹介が行

われる予定でございます。このようにそれぞれの

部会の設立によって法人会の形態は名実共に整い、

東法連、全法連の中にあっても誠に充実した組織

をもっ、法人会として今後の発展に向けての基礎

が着実に固められたと申せましょう。

さて事業活動の状況について簡単に触れさせて

項きますと、基本的に従来の事業の継続発展を図

り、活発な活動を実施して参りましたが、その中

で従来の「全法連経営者の大型総合保障制度」に

加え 「経営者退職年金制度J 1特定退職金共済制

度J 'f固人年金制度」等を採用し会員の皆様から

も好評を受けて居るのであります。

また本年度事業計画案中「決算法人 ・新設法人」

に対する「記帳指導と簿記講習会」の開催を予定

しておりますが、これについて東京税理士会町田

支部あて講師派遣方の要請を申し上げました処支

部先生方のご理解を得心よくご了承賜りましたの

で皆様にご報告申し上げ厚く 御礼申 し上げる次第

でございます。

更に上部団体との関連事業と致しまして、

「行政改革と税制のあ り方J 1現行税制中不公平

の是正」等を骨子とした「昭和57年度税制改正要



望に閲する決議」を東法連理事会にて採決、全法

連宛提出致しております。

本年度も各種講習会、税法説明会等の実施、或

は、青年部 ・婦人部の指導育成等の事業活動を通

じて税務署の担当官各住のご指導を項きながら役

員はもとより全会員一丸となって初期の目的であ

る健全な企業経営の発展と、正しい税務知識の研

究指導と達成に鋭意蓮進いたす所存でございます

のでご参会各位のご支援とご協力を懇願いたすも

のであります。

終りにご来賓並びに会員の皆様のご指導ご、協力

を重ねてお礼申し上げ、皆々様の益々のご精進と

ご発展を祈願致しまして、 私の挨拶にかえさせて

項きます。

~ "'- ~ "'-へへへ"'- ~ "'-~ "'-へへ一、 会員増強感謝状授与式風景へ....... . .......へ ・1へ~"'- . "'-・1・1・1・1へ 1
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祝

本日は、社団法人町田法人会の第 2回通常総会

にお招きをいただき、またお祝いの詞を申し上げ

る機会を得ま，したことを、大変光栄に存じている

ものでございます。

町田法人会の役員並びに会員の皆様には、平素

から税務行政の円滑な運営につきまして、深い御

理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

本日の総会は、会員多数の御臨席の下に昭和56

年度収支決算報告、新年度の事業活動の基本方針

をはじめ収支予算の議案について、終始熱心に御

審議を重ねられ寸全ての議案を満場一致で可決、

承認されましたことを心からお祝い申し上げます。

今後、さらに糊iの拡大強化を図り、公益的な

事業活動を活発に推進することとされましたこと

は、私共税務行政に携わる者と致しましでも、誠

に心強い限りであり、衷心より深く敬意を表する

ものでございます。

当、 町団法人会における最近の事業活動を拝見

いたしますと何よりも、市且織の拡大強化を図られ

これが当初の目標を大幅に上回る立派な成績を上

げられたことではなかろうかと思います。

これも偏えに、三橋会長をはじめ各役員の方々

が立派な指導力、行動力を発揮された賜ものであ

り、かつ、これを地道に実行された会員の方々の

御努力によるものと、深く敬意を表するものでご

ざいます。

これに関連しまして、東京税理士会町田支部所

属の諸先生方からは、従来にも増して積極的な御

支援をいただいておりますことは、特筆されると

ころでありL深く謝意を表するものでございます。

また、去る 5月10日には、新しく婦人部会が発

足され、今後の会活動において御婦人層との調和

を図っ立しヨく体制が確立されましたことは、幅広

い事業活動が熱望されております現状におきまし

て、大変意義深いものがあり、今後の御活躍に大

きな期待を寄せているものでございます。

古宇

IsT回税務署長 西川信夫

ところで、わが国の財政状況は非常に厳しい環

境にあ り、財政再建は国民的な課題であるとも言

われておりますが、既に新聞等で御承知の様に、

法人税の収納が著しい落ち込みを見せていること

や、申告所得税の納税額が近年にない低い伸び率

とな ったことなどにより、当初予算額に比べ大幅

な歳入不足が生ずるのではないか、と言われてお

ります。

この様な状況にあって、国民の税に対する関心

は従来以上に高まり、税負担の公平に対する期待

と要請が強ま っております。

私共といたしましては、年々納税者数が増加す

る反面、職員数の増加は多くを期待できない厳し

い状況にありますが、適正かつ公平な課税の実現

に最善の努力を重ねているところでございます。

しかしながら、課税の充実を図るにあたりまし

では、税務知識の普及や指導の面で、今後とも会

員の皆様の絶大なる御理解と御協力をお願い申し

上げる次第でございますが、幸い当、 町田法人会

は会員増強の実績、源泉部会、青年部会の意欲的

な活動、更には婦人部会の発足等、顕著な実積が

輝いております。

それだけに、私共の寄せる期待は極めて大であ

ることを、重ねて強調申し上げるもので、ご、ざいます。

終りに臨みまして、 社団法人町田法人会の限り

ない発展と会員皆様の御健勝並びに事業の御繁栄

を祈念致しましで、お祝いの詞といたします。
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祝

本日は、飯田支部長が出席する事にな って居り

ましたが、公務のために急に出張することになり

ましたので、私がかわりに出席しております。

56年度の通常総会が無事終了いたしましたこと

おめでとうございます。

過ぎ去った事業年度でございますけれども、立

派な成績、特に会員増強におきましでは、東京ば

かりでな く、全国の中でもすばらしい成績を治め

ました事をまずも ってお祝い申し上げます。

それにつきましては、会長さんはじめ、役員の

皆様、また特に今日表彰された皆様の非常な努力

があ ったとお聞きして居ります。

社団法人になりましてから二年目、会員増強が

会の運営にとりましでは重要な課題であったと思

いますが、それが非常に成功に終ったと云 う事は、

税理士会といたしまして大変喜ばしいことと思い

ます。さきほど東京税理士会町田支部も表彰をお

受け致しました私達税理士会町田支部の町団法人

会との関係におきましては、先程会長さんからの

報告がございましたけれども具体的に新設法人、

決算法人の税法説明会、簿記講習等につきましで

は話合いがつきまして新ら しく 事業に組入れまし

首宇

東京税理士会111丁目副支部長 早川 昇

で法人会の事業活動のこの分野の仕事をさせて項

くということになりました。しかしながら町田支

部もまだ100名たらずでございまして運営に限り

がありますので法人会さんの充分な希望に添いか

ねると思いますが一つ一つのお話合いを続けまし

て双方の協力関係を今後とも発展させて行きたい

と思って居ります。今後も引つづき会員増強は非

常に重要な課題であると思いますので今まで通り

税理士会は出来る限りご援助出来ますと云うこと

もあわせてご報告申し上げたいと思います。

法人会をどりまく、色々なことにつきましでは

先程署長さんからご報告がありましたがしいて一

言申し添えますれば会社の問題といたしまして、

二三目前に発表になりました臨時行政調査会第一

部会の報告がございますが、その中に、法人、個

人の記帳義務と云 う問題が出て来て居りますがこ

れらは、 今後の法人会の運営にとりまして一つの

大きな宿題になろうかと思います。それらを含み

税理士会と法人会が今後ますます協力関係を強め

納税者の力にな って行きたいと思って居ります。

おわりに望みまして、町団法人会の発展と会員

皆様の繁栄をお祈りし祝辞にかえさせて項きます。

4合
町/rυ
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日時 昭和57年 5月31日(月)

午後 2 時~ 3時

場所所 千寿聞

社団法人 町団法人会

次第

第一部通常総会 午後 2 時~ 3時

1 . 開会の辞 2. 会長挨拶 3. 議長選任

4. 議事録署名人選任

5 . 議事

第 1号議案

第2号議案

第3号議案

第 4号議案

第 5号議案

6. 感謝状贈呈

8. 来賓祝辞

第二部懇親会

議案説明をする斉藤総務委員長

昭和56年度事業報告承認の件

昭和56年度収支決算報告

並びに監事監査報告承認の件

昭和57年度事業計画案承認の件

昭和57年度収支予算案承認の件

役員一部変更について

7.婦人部会設立披露

9. 閉会の辞

午後3時より

監査報告をする鈴木酉市氏
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昭和56年度収支決算書
第2号議案

l 収支計算の部 (昭和56年4月1日~昭和 57年s月31日) 社団法人町国法人会

①収入の部

科 目
予算額 決算額 増 減 摘 要

款 項

会 費 収 入 16.086.000 18.441.200 + 2.355.200 期末会員数(2，209) 
会 基本財産運用収入 370.000 372.113 + 2.1 1 3 定期預金(基本金)利息
摘助金収入 1.400.000 l，5 7 9.900 + 1 7 9.9 0 0 大型保障謝金、経営者退職年金委託料等

費 雑 収 入 350.000 7 1 5.644 + 365.644 普通預金利息、会員名簿賛助広告料等
前期繰越収支差額 2.589.374 2.589.374 。

収 入 メL当3、 計 ω 20.795.374 23.698.231 + 2.902.857 

②支出の部

科 目
予算額 決算額 僧 減 摘 要

款 項

d 

講習講演会費 1.500.000 1.602.055 + 102.055 各種税法説明会等の費用
研究懇談会費 60.000 98.800 + 38.800 税務懇談会費、税務関係新聞等

事
地区、支部運営費 630.000 1.729.500 + 1.099.500 地区支部運営活動費
会報発行費 1.400.000 1.508.135 + 108.135 
広 報 費 150.000 216.500 + 66.500 野立看板地代、広告料

業
連 メE弘Z、 会 費 全法違、東法達、三法違等の会費300.000 274.000 26.000 

会員増強推進費 410.000 450.3 1 0 + 40.310 
行 事 費 2.000;000 3.183.949 + 1.183.949 通常総会喜用・青年部会の行事費、

費 記念品代
通 {言 費 400.000 35 1.100 48.900 

印刷製本費 400.000 378.200 21.800 

事 業 費 計 7.250.000 9.7 92.549 + 2.542.549 
給 料 手 当 5.900.000 5.662.841 2 3 7.1 5 9 

退駿給与引当金繰入 355.500 355.500 。
信利厚生費 85.000 80.529 4.471 

管 役 員 会 費 150.000 205.980 + 55.980 
委 員 会 費 200.000 126.600 73.400 

旅費交通貨 250.000 403.430 + 1 53.430 
消 粍 ロcロ 費 450.000 457.665 + 7.665 

理 水道光熱費 230.000 186.960 43.040 

賃 借 料 720.000 720.000 。 d 
集金手数料 800.000 1.115.650 + 315.650 集金件数の増加
備品購入賞 300.000 527.980 + 227.980 会議室用の机並びK椅子、応援セットほか

費 慶 吊 費 50.000 40 1.5 0 0 8.500 

捗 外 費 200.000 1 67.1 20 32.880 

図 書 費 10.000 8.000 2.000 

雑 費 100.000 67，6 9 1 32.309 

管 理 費 計 9.800.500 1 0.1 2 7.40 40 6 + 326.946 
事業費・管理費合計 17.050.500 19.919.995 + 2.869.495 . 
電話加入権 。 86.949 + 86.949 
什 翠 備 口c口 。 1.194.000 + 1.194..000 ，ーb恒ELHTaFELJ冊20、o荷暖房視、タイプライ夕 、コヒ
予 備 費 3.744.874 。-3.744.874 
支 出 ノc言、 計 (B) 2 0.7 95.374 21.200.944 + 405.570 
次期繰越収支来客員 (CA-B) 。 2.497.287 + 2.497.287 
ノ広、ヨ、 J十 2 0.7 95.374 23.698.231 + 2.902.857 

- 8 -



E 正昧財産増減計算の部

1. 場加の部

科 目 ------決算額 ------ 摘 要

備品増加額 1.280.949 宇多明l守二?署言語入品ピ一、タ

前期繰越増滅差額 768.000 会旗、複写機、保証金

増加額合計(同 -------2.048.94 9 -------
z 減少の部、
科 目 ------決算額 ------ 鏑 要

減 少 額 。

減少額合計 (E) ------ 。

ど正~三三三/ 三次字Fj単d門寺額 ------2.048.94.9 

剰余金合F 計

-------
4..54.6.236 (G=C+F) 

別紙の通り報告致します。

昭和 57年 4 月 30 日

社団法人 町団法人会、
会長 橋 忠 正

別紙の決算書類を監査したところ、適法かつ正確であることを認め、報告し

ます。

昭和 57 年 4 月 30 日

監 ~Jf. ti 沢正義@

監事 井上茂f{/⑪

取引 鈴木阿 Ili ω 

- 9 -



貸 借 対 照 表

(附和 57年 3月:l 1日現在) 社団法人町田法人会

資産の部 負債の部

1 流動資産 1 流動負債

現 金 95.1 63 預り金(源泉税、雇用保険料) 20.3 7 2 

2 普通預金 2.242.41 9 2 国定負債

3 当座預金 49.1 1 7 退職手当引当金 7 65.000 

4 貯 蔵 r~】 1 :l 0.960 負債合計 7 85，37 2 

流動資~合計 2.5 1 7.6 5 9 

z 間定資産
3 正味財産

I~ 1 返職手当積立金

定期預金 7 65.000 
l 基 本 金

2 定期預金(基本金分) 5.000.000 
2 東j 余 金

3 保 証 金 198.000 次期繰越収支差額 2.497.287 

4 什器備品 1.764.000 増減差額 2.048.949 

5 電話加入債 86.949 剰余金合計 4.546，236 

固定資産合計 7.8 1 3.949 正味財産合計 9.546.236 

資産合計 10.331.608 負債及び正味財産合計 10.331，608 

O 普通預金 O 定期預金(基本金)

1 横浜銀行町間支庖 6 6 5.0 5 5 1 横浜銀行町田支庖 2.00 0.00 0 d 
z 富士銀行 4 2 0，2 1 () 2 富士銀行 1. 0 0 0.0 0 0 

日 八千代信用金庫 2己2.H 9 2 3 八千代信用金庫 2.0 0 0.0 0 0 

4 三井銀行 1 7 7. 1 6 0 (計) 5.0 0 0.0 0 0 

5 住友銀行 :l 4 4目56 4 

。三菱銀行 274.845 

7 安田信託銀行
O 退職積立預金

1 :J 7.6 9 :l 

(計) 2.2 4 2.4 1 9 富士銀行町田支庖 定期預金 7 6 5，0 0 0 

ハU
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買オ 目 録産

(昭和 57年 3月 31日現在) ~I 凶法人町 m 法人会

項 目 内 訳 金 事自

基本財産 5.0 0 0.0 0 0 

定期預金

繊浜銀行町田支庖( #076-867) I，:lOO目。。。

" " ( #116-311) 7 0 0.000 

富士銀行町田支庖( #1085742) 1. 0 0 O. () 0 0 

八千代信用金庫 町田支庖 (#167452ー1) 2，0 0 0.0 () () 

運用財産 4.546.2:16 

現 金 95，1 63 

普通預金

績浜銀行町田支庖( #013854) 6 6 5，0 5 5 

富士銀行町田支庖( #539960) 4 2 0.2 1 0 

八千代信用金庫 町田支庖 #0164011) 222.892 

三井銀行町田支!苫( #4192930) 1 7 7. 1 6 () 

住友銀行町田支庖( #96719) 344.564 

三菱銀行町岡支庖( #4440282) 274，845 

安田信託銀行町田支庖( #602320) 1 3 7. 6 9 :l 

当座預金

横浜銀行町田支庖( #014104) 49.1 1 7 

定期預金 (退職手当積立金)

富士銀行町田支庖 765.000 

貯蔵品(会員プレート) 1 3 0，9 6 0 

保証金(事務所保証金) 198.000 

什器備品

会 旗(社団法人町田法人会) 28 O. () 0 0 

復 写 機(キャノン) 2 9 0.0 0 0 

暖冷房機(東 芝) 438.000 

宛名印刷機 23 8.0 () () 

タイプライター(シルパーリード) 1 58. () () 0 

コピー DT5200(リコー) 3 6 O，() 0 () 

電話加入権 8 6.9 4 9 

計 5.331.608 

預 り 金 A 2 0， a 7 2 

退職給与引当金 ム 76 5.0 0 0 

計 /'; 7 8 5，3 7 2 

正味財産 9，5 46目2a 6 

唱

i



第ろ号議案 昭和57年度事業計画(案)承認の件

昭和 57年度事業計画(案)

事業活動基本方針

(組織の強化)

l 健全な納税団体として、事業の公益性を高め 会員増強をさらに強力に推進

すると共に、法人会組織の拡充強化を図る。

(租税負担の合理化)

2 適正公平な税制と租税負担の合理化を図るため、全法連のこれに対する動向

に合わせ、政府同会に対して強力な要望を行ないその実現を期する。

d 

(税務行政への協力)

3. 税務当局との相互信頼により、税務行政への円滑な運営に協力し、申告納税

制度に寄与する O

(自計主義の推進)

4 自計主義を徹底し、経営の合理化を図るとともに、自主申告体制を確立する

ため、誠実な記帳と適正な申告の普及に努めるO

(企業経日'の健全合理化)

5 企業経営の健全を期し、企業の発展向上を図るため、経営、経理及び税務に

関する研究指導を行なう。 d 

(会員増強と組織の活用)

6 組織の強化拡充は、目的達成に不可欠の要件であるため、 54年度から全法

連の会員増強月間に呼応して統一的運動を実施してきた。その結果著しい効果

が得られた。

今後は加入率の維持、更に拡大を図るとともに会員の質的向上に努めること

とする。

各役員と会員、の連繋を密にすることは、拡大された組織を更に強化するため、

従前にも増して必要とされるところであるO そのためには地区或いは支部等に

ヮ“



て開催される諸会議に本部役員は積極的に参加して末端実情を的確に把握し、

情報提供の資とするとともに、法人会運営の施策に反映させる。

(青年部会並びに婦人部会の指導育成)

7. 法人会活動の一翼をになう青年部会並びに発足をみた婦人部会の法人会活動

における重要性に鑑み、これの育成強化をはかることは緊要であるD 各部会の

それぞれの立場から活動を推進し法人会活動の推進力となるよう育成指導をは

ヵ、る D

、F 事業計画

1. 組織の強化

(1) 会員増強運動の積極的推進

(2) 各種委員会の機能の強化

(3) 本部及び地区組織の強化

2. 税制関係

(1) 税制に関する調査研究

(2) 税制改正要望大会に対する積極的協力

(3) 政府、国会等に対する要望

3. 税務行政関係

(1) 会員の質的向上

、.... (2) 税務行政に対する要望意見の具申
(3) 税務当局との研修会、懇談会等の開催

(4) 青色申告の普及

信) 納税協力団体との協調連携

(6) その他税務行政に関する事項

4. 税務に関する研究指導

(1) 税法並びに取扱通達の研究指導

(2) 経営、経理の自主点検の普及並びに申告水準向上のための指導

(3) 源泉徴収事務の適正化に関する指導

つd



(4) 小規模法人に対する記帳指導の推進

(5) 既存プロック制の共催事業の活用

(6) その他税務に関する事項

5. 講習会、説明会関係

(1) 税法、簿記、会計、経営に関する講習会の開催

(2) 各種説明会の開催

(イ) 改正法令等の説明会

(ロ) 年末調整等に関する説明会

トオ 源泉徴収事務に関する説明会

(ニ) 決算書、申告書作成に関する説明会

(ホ) その他税務に関する説明会

(3) 税理士会に対しての講師派遣の要請

6 広報、出版関係

(1) 機関紙、法人会報の発行

(2) 各種資料の収集並びに頒布

(3) 参考図書、説明会用テキス卜の取次

(4) 改正税法、並びに取扱通達等の速報

(5) その他広報に関する事項

14 -
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第 4号議案 昭和57年度収支予算書(案)
(附和;)7 ilも月 1LI-I~l 有] 5只年目月九 111)

ネ1:1引法人同J川法人会

①収入の部

科 目 昭和 57lH且
摘 要前年度予算額 増 減

款 項 予 算 微

〆4、3、 費 収 入 20，5:lH，0り11 l f¥.iI H ti.1l () 0 + 4，452，UOU 
会 基本財庫運用収入 4 U :3，5 0 11 :l 7 11，11 0 0 十 3 :1，5 Uり I，t本金(定期預金)利息
補助金収入 1.596，0110 1.41111，1111 0 十 196，000 大f担保障謝金ほか

費 雑 収 入 10 U，1l U 0 :150，0110 250，00υ 持通預金利息

前期繰越収支差額 2，497，287 2，5 R9，:17 4 92，09 a 

収 入 辺口、 計 2 5，1 :l 4，7 8 7 2 U， 7 9 5，a 7 4 + 4，339，41:1 

②支出の部

科 目 昭和 57年度

予 算 額
前年度予第額 増 減 摘 要

款 項

講習講演会費 2，350，01111 l.500，000 + 8 5 0，0 0 0 税法説明会、法人の税務等

研究懇談会費 aoo，ollo s 0，11 0 0 + 240，000 税務懇談会費、税務関係新聞等

事 地区、支部運営費 1.000，0110 6:3 0，011 0 + 370，000 

会報発行費 2，400，000 1.400，UOO + I.UOO，OOU 会報(4回)印刷費並びに郵送料

広 報 費 250，OOU 1 50.11 0 0 + 100，0.00 野立看板地代、広告料等
業
連 メ口言、 会 費 300，000 :10U，000 。全法違、東法連、三法連会費等
会員増強推進費 600，00 0 410，000 + 190，000 

費 干'ーT 費 3，850，000 2，000，000 + 1.850，000 通常総会費、青年部会、婦人部
会費用等

通 {;i 費 400，000 400，000 。
印刷製本費 400，000 4UO，UOO 。
事 業 費 計 11.850，000 7，2 5 0，0 0 0 十 4.600.0UO

給 料 手 当 8.000.0110 5.900.000 + 2.100.000 事務局職員 1名増員

退職給与引当金繰入 433.400 :355.500 + 7 7.900 

福利厚生費 100.1100 85.0 0 0 + 1 5.0 0 0 

管 役 員 会 費 450.000 150.000 + 300.000 

委 員 会 費 200.0 0 0 200.000 。
旅費交通費 420.000 250，000 + 170.000 

消 耗 t口1[1 費 470.000 45 0.0 0 0 十 20.0 0 U 

理 水道光熱費 2 3 0，0 0 0 2 :l 0.0 0 0 。
質 借 料 720，000 720，000 。
集金手数料 1.3 2 0.0 0 0 800，00 0 + 520，000 集金件数の精加による増額

備品購入費 1 00.0 0 0 300.000 200.000 

費 腹 弔 費 70.000 5QOOO + 20.0 0 0 

捗 外 費 250，000 200.000 + 50.000 

図 讐 費 1 0.0 0 0 10.000 。
雑 費 100.000 100.000 。
管 理 費 計 12.873.400 9.80 0.5 0 0 + 3，072.900 

事業費、管理費合計 24，7 2 3.4 0 0 17.050.500 + 7.672，900 

予 備 費 4 1 1.3 8 7 3.744.円74 - 3，333，487 

支 出 メ"、 計 25.134，787 20，7 9 5.a 7 4 + 4.339.41 a 

F
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新緑の 5月10日、婦人部会の設立総会が執り行

なわれま した。当日は婦人部会設立にふさわしい、

風薫る好天に恵まれ、町田税務署の三階会議室に

部会員30数名と、来賓として西川町田税務署長並

びに、東京税理士会町田支部の山内税理士先生他

本部役員10数名のご臨席をT頁だいて午後 2時より

(株)町田木材 守屋てい様の司会にで、神蔵興

業 (株)神蔵玉枝様の開会のことばに続き三橋法

人会長の挨拶と鈴木副会長の婦人部会設立の経過

報告があって発起人代表として (株)堤ピル 堤

敏子様の挨拶についで次第により議長として発起

人代表の堤敏子様が選出され議長席につき、議事

に入る。

第l号議案婦人部会規約(案)承認の件第

2号議案事業計画(案)承認の件第 3号議案

収支予算(案)承認の件第4号議案役員選

任に関する件については (株)堤ピル堤敏子様

が婦人部会長として選任されその他役員は別記の

如くにで、ここに第 l号議案より第4号議案のす

べてが承認可決され議事の全部を終了し引続いて

次第によって役員の紹介、部会長の挨拶、来賓の

ご紹介、続いて来賓西川町田税務署長のご祝辞を

項き(株)マツヤマ 松山節子様の閉会の挨拶が

あって婦人部会設立総会の総べての議事が滞りな

く終了 (社)町団法人会に部会員51名をもって、

婦人部会が誕生しましたことをご報告致し今後の

活躍を期待する次第であります。

なお、婦人部会へご入会のご希望がありました

なら、法人会事務局 (26) 2453へご連絡下

さい。入会を特におすすめ致します。

po 



婦人部会役員ご紹介

、v

部会長 堤 敏子 側堤ピル 中町3-9-1 25-1001 

副部会長 神蔵玉江 神蔵興業(有) 能ヶ谷 1088-1 3 5 -3 4 2 5 

。 中 島 明江 なかじま商事側 原町田 6-8-6 2 5 -2 2 1 1 

JZK 3Z 百十 土方 いよ子 側町田電子計算センター 原町田 2-2-6 23-1328 

会計監査 r邑ム. 沢チ ス (都宮沢商庖 玉川学園 2-11-24 3 2 -8 0 3 8 

イシ 松山節子 側マツヤマ 原町田 4-10-19 22-8211 

。

幹ク事 飯島重子 (有)飯島薬局 相原町1733 7 2 -6 3 2 1 

イシ 若林悦子 備)若林工務庖 根岸町300 91-1192 

イシ 佐藤 キクエ (郁町田工芸 常盤町32 9 5一7 9 7 -7 2 1 1 

ク 藤 田 曜代 鶴川石油(械 大蔵町797 3 5 -5 6 7 1 

沢靖代 (布ミサワゴルフセンター 木曽町2077 9 1 -0 7 5 6 。

イシ 古谷末子 側コタニ工務庖 鶴間 60 2 -2 95-2581 

イン 守屋 て しミ 附町田木材 森野2-27-12 2 2 -44 5 7 

。 桶田芳枝 側パックス 小1112-15-5 9 6 -9 6 6 1 

4シ 金子ハ ナ (有) 金子組 金森61 4-4 23-3142 
、F

〈依ってご参加下さい
(社)町田法人会協賛の講演会。

1 . 日時 57年7月21日(水)

午後 6 時30分~9 時30分まで

受付は 6時15分より会場にて

2. 会場町田市民ホール m 28-4300 
3. 演題食経済の見通しと土地・住宅問題

女57年度土地税制の改正について

4. 講師 日本大学教授田中啓一氏他

大 当講演会は(社)東京都宅地建物取引業協

会町田支部の15周年記念事業として開催さ

れるもので、広く会員の皆様の受講をお待

ちしております。

門
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轡⑧⑧税務署からのお知らせ⑧⑧⑨

昭和57年度税制改正

(法人税関係)の主要項目

1 .延納制度の縮減

確定申告による法人税額に係る延納割合が、

現行の 2分の lから 4分の lにヲ|き下げられ

また、中間申告による法人税額に係る延納制

度は廃止されました。

(適用時期)

昭和57年4月1日以後に終了する事業年度(中

区分 i 改正

卸売業及び小売業| つお
割賦販売小売業 1 13而
製造業 |-fみ
その他の事業 1 i;00  

(適用時期)

日IJ

問申告書については、昭和57年6月1日以後

に提出期限の到来するもの)から適用されま司，

す。

2.貸倒引当金の法定繰入率の引下げ‘

貸倒引当金の法定繰入率が次のとおり引下げ

られました。

改 正 後

昭和 57 年度 昭和 58年度以降

14 13 

1，000 1，000 

18 16 

1，000 1，000 

11 10 

1，000 1，000 

9 8 

1，000 1，000 

d 
昭和57年4月1日以後に終了する事業年度から適用されます。

3.価格変動準備金の設定対象資産の範囲の縮減

価格変動準備金の設定対象資産のうち、価格

変動の著しい物品以外の物品が対象資産から

除外されました。

(適用時期)

昭和57年4月1日以後に開始する事業年度か

ら適用されます。

4.交際費等の損金不算入額の計算の改正

支出交際費等の全額(ただし、資本金1，000

18 

区 分

①領金不算入害IJ合

② 交際費支出額が増減した場合

の特例計算

(基準交際費との比較)

③定額控除額(年当たり)

資本金1，000万円以下の法人

資本金1，000万円超5，000万円

以下の法人

資本金5，000万円超の法人

改正前 改正後

90% 100% 

あり 廃止

400万円 400万円

300万円 300万円

200万円 0円



万円以下の法人にあっては年400万円、資本

金1，000万円超5，000万円以下の法人にあつで

は年300万円をそれぞれ超える金額)が損金

不算入とされました。

(適用時期)

昭和57年4月1日以後に開始する事業年度か

ら適用されます。

5.土地重課税の規定の改正

土地重課税の適用対象となる土地等の譲渡範

囲が次のように改正されました。

改正前 改正後

昭和44年1月1日以後に |譲渡のあった年の 1月1日に

取得した土地等の譲渡 |おいて所有期間が10年以下の

土地等の譲渡

(適用時期)

昭和57年1月1日以後の土地等の譲渡から適

用されます。

6.特定の資産の買換えの場合の圧縮記帳の規定

の改正

持定資産の買換えの特例のうち、 租税特別措

置法第65条の 7第1項の表の14号に該当する

長期保有の土地等、建物又は構築物から減価

償却資産への買換えの対象となる譲渡資産の

範囲が次のように改正されました。

改正前 改正後

昭和44年1月1目前に取 |譲渡のあった年の 1月1日に

得(建設を含むJをされ |おいて、所有期間が10年を超
たもの |えるもの

(適用時期)

昭和57年1月1日以後の資産の譲渡から適用

されます。

噌持静静日宿高ヨ
納付書の記載例

市盃F五~給与所得、退職所得等の
~主主主互主主」所得税徴収高計算書(写)

1 
E 分 支弘年月a 人 w 
修給 .給斜等 In..t..}， f 人

貫|岨金処分によるもの 住乙Jl ~ 

給与|官官に門中

与 1司匝馬結憲、 主温・a栂'1'醐金等、 . . 
年末圃鍾による どど
等過不足輔副 〆/〆〆'

日属労著者向民金~ 1・tJ
計 ' I~ (実) -1$ 

温楓手当寄 . . 
弁温士.民男士.司法・士曹の侃鮒 l$7. if .if) / 
③ {鍋製}

⑫納付書領収証書

3主 給 11¥ 観 紙

-L~ 内 ..IS/" ?/ 内

~玄'li!.. J5fd 5'')8 

不足副

組過制

~.21~.~2L .fJ/.6~ '? 

.fO.~~O .1.000 I i iil|i i11| 
帥liI 1(11制型

0ニ町納付置1;1.3枚1組内陣写式
にな勺ていますから.切飽きずに

納付叫婦に組出Lて〈どさい.
。「桜麟署J、「後般質概4・・-iJ'J，r納
付白目的J、「合計画J及u'r支払

年月日」内高岡町』己似耐れが会い

よヲH庄Lて<rごさい.なお，ru'
~~lttJ 肉食舶をi!lß\ったときは、
斬しい嗣付i!1に宙liLて〈どさい.

記載例の内、特に①『支払年月日』欄②『税務署』欄③乃内付の目的』欄についても、忘れずに

記入して下さるようお願いします。
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の記載についてのお願い「法人税申告書別表二」

ての税務上の証拠となる大切なものですから正確

に記載してください。

また、相続や贈与の場合の株式(出資)の評価

額は額面の金額ではなく、評価方法がありますの

でご注意ください。

なお、詳細は税務署資産税部門内へお尋ねくだ

さい。

背様があまり関心をお持ちでないことだと思い

ますが、大切なことがあります。

それは「法人税申告書別表二」です。この「法

人税申告書別表二」は法人税の計算に直接関係が

ないため、申告書に株式(出資)の所有者並びに

所有株(出資金額)数の記載が正確でない場合や

記載されていない場合が多々見受けられます。

しかしながらこの表は後日、相続や贈与につい

@ゴルフのための費用は交際費か⑧

‘' 総:.:終争3公私のけじめをはっきりしよう争c:.::.::.:
ゴルフクラブの入会金など(法基通9-7-11、9-7-13) 

リ
川
川
d

口
H
ハ

原

d 

年
会
費
、
年
決
め
ロ
ッ
カ
ー
料
、
名
義
書
替
料
等

記名式の法人会

員で名義人が専

ら法人の業務に

関係なく利用す

るもの

法人会員と

して入会

入

員リ原

無記名式の法人
会員制度がない
ため個人会員と
して入会し、業
務の遂行上必要
なもの

A 

'" 

金

個人会員と

して入会

ラ交際費

う給与

(注)プレーに直接要する費用 一-ι 業務の遂行上必要

f※入会金を資産に計上してい¥ 一一ーその他のもの

¥ るかどうかにかかわらず。/
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〈留意点〉。入会金は、ゴルフクラブに入会するために
支出する費用をいいますので、他人の有する

会員権を購入した場合でも、その購入代価の

ほか、名義を変更するために支出する費用も

含まれることになります。

O 資産に計上した入会金を、償却することは
認められませんが、ゴルフクラブを脱退した

場合には、次のように取扱われます。

ゴルフクラブを脱退しでも

返還されないもの

脱退をした日の属する

事業年度

譲渡した日の属する事

業年度

損金の額に算入

、， 会員たる地位を譲渡したこ

とにより生じた当該入会金

に係る譲渡損失

57年分所得税の主な改正のお知らせ

1 同居特別障害者の特別控除の創設

特別障害者である控除対象配偶者や扶養親族が、納税者又は納税者と生計をーにする親族のいず?れか

と同居を常況としている者である場合には、その控除対象配偶者や扶養親族についーての配偶者控除額や

扶養控除額が34万円(これまでは29万円)にヲ|き上げられました。

2 住宅取得控除の改正

住宅取得控除については、次のような改正が行われた上、その適用期限が2年延長されました。

(1) 昭和58年1月1日以後に住宅取得控除の適用対象となる新築住宅又は既存住宅を居住の用に供し

た場合には、住宅取得控除額のうちいわゆる住宅ローン控除の控除率が7%(これまでは5%)に、、， 控除限度額が5万円(これまでは 3万円)にそれぞれ引き上げられました。

なお、昭和57年12月31日以前に居住の用に供した住宅については、従来どおりの控除が受けられ

ることになっています。

(2) 昭和57年1月1日以後に次に掲げる特例の適用を受けて取得した住宅については、住宅取得控除

が受けられないことになりました。

イ 居住用財産の買換えの場合の長期譲渡所得の課税の特例

ロ 居住用財産を交換した場合の長期譲渡所得の課税の特例

ハ 既成市街地等内にある土地等の中高層耐火共同住宅の建設のための買換え及び交換の場合の譲

渡所得の課税の特例

3 居住用財産の買換えの場合の長期譲渡所得の課税の特例の創設

居住用財産の買換えの場合の長期譲渡所得の課税の特例が創設されました。

これにより、個人が自己の居住の用に供している家屋又は家屋とともにその敷地(譲渡の年の 1月1

円

L



日において所有期間が10年を超えるものに限る。)を譲渡し、その譲渡の年の前年(昭和57年分について

はその譲渡の年である昭和57年) 1月1日から譲渡の年の翌年12月31日までに自己の居住の用に供する

家屋又はその敷地を取得した上、その譲渡の年の翌年12月31日(譲渡の年の翌年中に取得した場合は、

譲渡の年の翌翌年12月31日)までにその家屋又は敷地を自己の居住の用に供した場合には、一定の要件

の下に、居住用財産を譲渡した場合の3，000万円控除の特例との選択により、いわゆる買換えの特例(譲

渡価格が買換資産の価額以下である場合には課税されず、譲渡価格が買換資産の価額を超える場合には

その超える金額についてのみ課税される。)が受けられることになりました。

なお、居住用財産の交換の場合の長期譲渡所得の課税についても同様の特例が創設されました。

r吋 叩 O月O日 申申申申申申申申申申申申時叩申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申時3

; 「 - 1 、 役 員の社葬費用 ; 
;Mヤ:) ;
* ， '-t..¥U ，.-， ~・
j r 引羽 r…………………………j 
g 般 げ In冨 ; 当初会長が死亡したため、生前会社での業績に

tt=己D'IJ ヨ" f 報いるため社葬を行った。
; 〆υ¥ 醤彊 ; 遺族が負担しなければならない部分を除き葬儀に

~ i 要した費用は、すべて当社で負担した。
; また、この場合に参列者が持参した香典は、すべ

し申申申申申申申申申申申… 社 葬J て、遺族に渡した。

税務上の取扱い

や当社の処理や

社会通念上相当と認められる程度の葬儀費用であれば、負担した費用は会社の損金となります。

{解説]

故人の経歴や会社における地位、法人の規模等いろいろな事情を考え合わせて、社葬を行うことが相

当と認められる事情にあるときは、これに要した費用の額のうち社葬のために通常要する金額は、これ

を当該法人の福利厚生費等として損金の額に算入することができます。(法基通9-7-19)

なお、社葬のための費用には遺族が個人的に負担しなければならない香典返しの費用、戒名料、墓碑

及び墓地の購入費、墓地の永代使用料、法会に要する費用等は含まれません。

また、香典は遺族に対する弔慰のしるしとして故人の霊前に捧げるものであるとの考え方から法人の

収入としないで遺族の収入とすることができます。 ( 同通達(注)) 
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宍主主憲家事震が:議簿職願L3狭湾
税金の相談は、 b'気軽に ./ 

あなたの身になって、相談をお受けします。

最近、会社を訪問していかにも税務職員と思わ

せるような言動をとり、税務に関する出版物の購

入を勧誘し、購読料等の要求をしている事例があ

りますが、税務署及び法人会とは全く関係ありま

せんので、ご注意ください。

また、税務署職員と名乗って電話で会社の経営

内容等を聞きだすといったことも増えているよう

です。

少しでも「不審な点」がございましたら税務署

または法人会にお電話下さい。

町田税務署 T E L 0427 -2 8 -7 2 1 1 

(社)町団法人会TEL

税理士会町田支部よりのお知らせ

税務についてのご相談をお受けしています。

税務についてお困りになっている方は何な

りとも、ご相談に応じます。

※無料です。

@場所は 町田税務署の正面玄関前の建物、

町田税務経営指導所

TEL 29-0777 

木曜日午前10時から

育大 1公安意

第3週

注ー，，'ιー

毎月

"* 

@相談日

法人都民税・事業税の

申告書等提出について

一一経過措置期間中は、これまでの様式で

このたび地方税法施行規則の一部改正により、

法人都民税・事業税の申告書等の様式が昭和57年

4月1日より改められることになりましたが、本

都の申告書等の様式につきましでは、経過措置期

間中(昭和57年4月1日から昭和59年3月31日ま

で)は、これまでの様式を使用して申告くださる

、，ょうお願いいたします。

なお本部では、事務の高率化を図るため、法人

都民税・事業税の事務を電子計算組織により処理

していますので、経過措置期間中はもとより、改

正規則様式に切り換えたのちも、各法人あてに申

告期限が近づきますと都税事務所から「法人番号」

(都税事務所で書類等の整理を行う場合に使用す

る番号です)等をあらかじめ印字した申告書等を

送付いたしますので、お送りした用紙を使用して

申告くださるようお願いいたします。

0427 -2 6 -2 4 5 3 

税務相談日のお知らせ

国税局税務相談室から、相談官が出張相談

@会場町田税務所相談室

TEL 28一7211 

@相談日毎月第3週木曜日午前9時から

相談は、匿名でもかまいません。

"* 

Ep 

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生

活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
文

書
を
作
っ
た
り
も
ら
っ
た

り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

文
書
の
中
に
は
、
不
動
産

世
帯
貨
契
約
書
や
借
用
証
章
司

領
収
書
な
ど
の
よ
う
に
印

紙
税
が
か
か
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

印
紙
税
は
、
印
紙
税
が

か
か
る
文
書
を
作
っ
た
人

が
、
そ
の
文
書
に
定
め
ら

れ
た
額
の
収
入
印
紙
を
は

っ
て
、
文
書
と
印
紙
の
両

方
に
か
か
る
よ
う
に
消
印

を
し
て
納
め
る
税
金
で
す
。

〈
間
違
い
や
す
い
例
〉

①
一
つ
の
契
約
に
つ
い

て
、
契
約
書
を
何
通
も
作

る
場
合
は
そ
の
全
部
に
収

入
印
紙
を
は
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

②
不
動
産
の
売
買
契
約

を
す
る
と
き
に
、
契
約
書

の
一
通
だ
け
を
「
正
本
」

と
し
、
そ
の
他
の
も
の
に

は
「
写
」
「
副
本
」
「
謄

本
」
な
ど
と
表
示
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
契
約

す
る
人
の
署
名
や
押
印
の

あ
る
も
の
に
は
、
正
本
と

、

紙

税
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同
じ
よ
う
に
収
入
印
紙
を

は
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。③
覚
書
、
念
書
、
差
入

書
の
よ
う
な
文
書
で
も
、

契
約
の
成
立
し
た
こ
と
等

を
証
明
す
る
も
の
は
、
契

約
書
と
し
て
の
収
入
印
紙

を
は
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

④
請
求
書
に
「
相
済
」

又
は
「
了
」
な
ど
を
書
い

た
も
の
は
、
請
求
し
た
金

額
を
受
取
っ
た
と
い
う
事

実
を
証
明
す
る
も
の
で
す

か
ら
、
金
銭
の
受
取
書
と

し
て
印
紙
税
が
か
か
り
ま

す。⑤
後
で
正
式
な
領
収
書

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
仮
領
収
書
で
も
、

受
取
っ
た
と
い
う
事
実
を

証
明
す
る
も
の
で
す
か
ら
、

受
取
書
と
し
て
の
収
入
印

紙
を
は
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

印
紙
税
額
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
税
務
署
ま
た
は

税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。



地区会 (その2)役員さんのご紹介

巻の中央地区町田

(各地区順を追って毎号にてご紹介致します)

その他都立町田高校等の公共施設の他、町田税務

署、町田消防署、法務局町田出張所、町田保健所

等の諸官庁が所在し、市行政の中心地として、ま

た第2支部の森野は小田急線、国鉄横浜線の各町

田駅を狭んで、市民の足であるパス発着のターミ

ナルがあり特に小田急線町田駅にあっては、 1

の乗降客17万人を数え朝夕の雑踏は云うまでもな

くその周辺は常に活況を呈しています。

町田中央地区は、中町、森野の 2支部にで構成

され、小田急線に添って西北に位置し、第 l支部

は、中町 1 丁目 ~4 丁目の全域にで、小田急線町

田駅を起点として北方に住置し、第 2支部は、森

野 1 丁目 ~ 6 丁目の全域にで、小田急線町田駅の

西方に位置し更に西側は境川に添って神奈川県相

模原市に接し、両支部共住宅街と商業地帯が大半

を占め、特に第 1支部の中町は、市役所の所在地

にで、これに付随した、図書館、分室、小中学校

町田中央地区副会長

(捕家具の大正堂

渋谷栄二

森野1-13-14 

23 - 1612 

町田中央地区会長

岡久美堂

井之上哲夫

原町田 6-11-10 

22 - 2021 

会員加入率 70% 
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事
前
対
策
が
肝
要

税
金
対
策
は
、
早
期
の
事
前
対
策
が

肝
要
。
税
額
が
決
ま

っ
て
か
ら
「
こ
ん

な
に
沢
山
納
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

ド

か
」
と
、
慌
て
て
も
後
の
祭
り
。

一

よ
く
、
「
素
人
の
生
兵
法
は
大
怪
我

ナ

の
も
と
」
と
い
い
ま
す
。
月
並
で
す
が
、

U
早
め
に
的
確
な
税
知
識
を
知
り
、
正
し

。フ
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青年部会第3回総会開催される

~全議案満場一致にて承認可決~

5月13日、午後六時より町商会館二階会議室に

於て青年部会第3回総会が部会員33名の出席を得

て開催された。ご来賓に町田税務署法人税部門大

津第一統括宮殿並びに真龍指導宮殿をむかえ、親

その結果、車且織率において70%を凌駕し都内最

上位クラスの法人会にランクされるに至ったこと

は誠に特筆すべきことでありました。わたくしど

も青年部会は、これらの組織の強化と整備のなか

で主体性をもった事業活動を推進してまいりまし

た。

詳細は事業報告書をもって報告に及んでおります

が、総体的にほぼ事業計画に沿った活動の取組み

会より三橋会長、石井、鈴木両副会長、井上理事 はかられましたことを報告申し上げる次第でござ、v臨席のもと、細野利行部会幹事の司会により開会、 います。
議長に杉浦部会長を選任し議事に入った。出席部 改めて、ご参画またご参加下さいました部会員の

会員の極めて熱心な参加姿勢のなかに上程されまし 皆様方、並びに関係者各位に深く感謝申し上げま

た全議案承認可決を得ました。議事終了後大津統 す。

括官より来賓祝辞を、三橋会長よりご挨拶をそれ 青年部会は法人会機構のなかで若い世代の集団と

ぞれ頂戴しとどこおりなく総会が終了致しました。 して位置づけられております。

次いで場所をかえての懇親会はなごやかな明るい

雰囲気のなかで約二時間に亘り聞かれた O お楽し

みのなかでも時には真剣な意見交換、情報交換が

そこかしこで展開されるなど意気軒昂な懇親会と

なりました。

~事業報告並びに事業計画にふれて~

青年部会長 杉浦信男

本日、社団法人町団法人会「青年部会」第三回

、総会の開催にあたり、町田税務署長はじめご来賓

各位様並びに親会会長をはじめ役員各住様には大

変ご多用にも拘りませずご臨席を賜りまして厚く

お札を申し上げます。

また、部会員の皆様方には業務ご多忙のなかご

出席下さいまして誠に有難うございます。

ご周知の通り、昨年度親会、町田法人会は社団

法人に改組以降実質初年度として始動年度に相応

しい事業活動が推進されたのであります。

殊に昨年末には、会員増強委員会を中心に役員、

会員一丸となって展開した会員増強運動によりか

つてない多数の新会員を迎えることが出来たので

あります。

部会員の内容は大宗、代表者40%、後継者50%、

管理職10%の構成比となっておりいずれもが社業

の最前線にある青年経営者でございます。

従って法人会活動に対する関心と重要性を抱き

つつも、これが活動に昼間の時間帯を削くことに

は非常に困難な立場にあり、社業業務が一段落す

る夜間を活動についやしてまいりました。

特別なプロジェクトや相手先の都合がある場合

を除いて全ての会議、見学会を除いた全ての行事

は夜間に開催したのであります。

このことは親会の役員会や各委員会のもち方に

比べ、青年層の法人会活動の在り方、かかわり合

いの方途として大きな特質を示している事例では

ないかと思うのであります。

さで、全国的に青年層が法人会活動に参画する

所謂青年部会の創設は、にわかに、ここ数年の傾

向で会歴、実績とも比較的浅く、しかも活動の方

向性や水準にかなりの格差があり、先達の範が乏

しい実情にあります。

このような状況のなかで当部会は町田流、手造

り方式とでも申すべき方策と組織を確立し、白か

らの力の及ぶ範囲で事業活動の取組にまいしんし

てまいりました。
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わたくしどもの努力は誠にささやかではありま

すが一応の結実をみましたことは、何と申しでも

講演会、セミナーの講師各位の格段のご協力の賜

でありえ見学研修会の要請に応じて頂いた諸会社

のご協力にあったことは勿論でございます。

しかし忘れではならないのは計画の実現に陰で

， 支えていただいた東京放送、町田市役所、町田税

理士会、中央大学、東京電力、いす J自動車等枚

挙にいとまがない多数の関係者のご尽力があった

/δ ことを特い銘記する次第でございます。

ともあれ会務運営に未熟さを痛感する一方、一

部日刊紙や業界紙上で活動が採り上げられ、その

動向と意見が注目されていることも事実であり、

また最近都内青年部会より交流の意向がよせられ

るなど想起すると当部会の活動の第一歩がそれな

りの評価と意義づけがなされている証左ではない

かと思料するものでございます。

大変簡単ではございますが以上をもって昭和56

年度事業報告の締めくくりとさせて項きます。

/t? さて、本事業年度は昨年度の基調を更に発展さ

せた会務の推進をはかると同時に部会内部の課題

の取組を期す年次でもございます。それは部会設

立準備より一体となって会務を担当しております

役員の任期が規約上今次年度で満了を迎えること

にあります。

いうまでもなく半島裁は人間対人聞の関係で成り

立っている以上青年部会のこれからの方向性盛衰

如何も正に人の問題であり会員各位の意識の問題

に帰するのではないでしょうか。

グ./')青年部会のゆるぎない礎を築くべく組織機構の

再点検をはかり、多様なニーズを捉えた巾広い分

野7で、の活動を促進し、コミュニケーションの密度

を上げ部会活動の理解者、実践者が数多く輩出す

る基盤を醸成する必要性を感ずるものであります。

そのためには、活動の門戸を極力開放し、公開行

事を定着させ広範な事業活動を通じ部会員の増嵩

をはかると同時に幸E織的体質強化が緊要と思うの

であります。

，さて、法人会組織は諸外国に例をみない我国独

W 得の納税者団体として全国の会員数は87万祉にも
のぼっていることはご承知の通りでございます。

アy 酬の復興期から醸成長期へと酬の繁栄を

背景とし税務問題に対する経営上の関心と期待に

マッチしたいわば時代の要請として法人会が発展

伸張し今Llに至ったものと思うのであります。し

かし経済基調は石油危機を境に一変したと申しで

も過言ではありません。

ちなみに先に国税局より発表された昭和55年度

と法人企業の実態"によると全国1.449，549法人

のうち欠損法人は698，912社と実に半数に及ぶ48

.2%が赤字法人であることが指摘されております。

欠損の内容についてはとかくの議論や見方があ

るようですが兎に角50%に近い法人が赤字申告を

余儀なくされていることはまぎれもない事実であ

ります。

全国しベル聞かこせよ厳しい経営環境を如実d
に示す傾向値として直視しなければならないと思

うのであります。

これらの状況のなかで会員の最大の関心事課題

はどんなものでしょうか。

今、法人会に対して最も望まれているものは何か?

どんな機能を発揮し会員の負託に応えるべきか?

各々の立場で考えなければならない時期に至って

いるのではないでしょうか。

社会的存立の条件上からも少なくとも時代の流

れに則しH寺代とともに歩む基本姿勢だけは堅持し

てゆきたいものです。

従って既存路線の踏襲に眼を注ぐだけではなく

時流に対応した創造的事業活動に一層努力するこ

とが肝要です。

本事業年度は以上の観点、に立脚し部会員の真の a 

ニーズを適確に捉える努力にこころし、コミュニ‘'

ケーションを深め、豊かな感性をもった青年経営

者として資質の向上と力の緬養に斉合する部会運

営を期す所存でございます。

若き世代の有する斬新な発想と果敢な行動力を

もって部会活動を推めようではありませんか。

どうぞご支援ご協力の程切にお願い申し上げま

す。

最後となりましたが、ご来賓各位並びに親会役

員各佐様のなお一層のご理解とご指導を心よりお

願い申しごあいさつと致します。

co 
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三橋法人会長 大津第一統括官 杉浦青年部会長

青年部会第2回見学研修会・

いすゾ自動車側藤沢工場にて

実施される。

世はまさにくるま社会、しかも自動車産業は秀

れた経営管理、ロボット導入による自動化生産ラ

インをはじめとする絶え間ない技術革新の努力な

どで内外の厳しい競争原理のなかで世界の最先端

に位置しております。そこで青年部会では自動車

の製造現場を見学し現状の理解と白からの研鎮の

一助を目的とした見学研修会を 2月3日、いす J

自動車闘の主力工場 ・藤沢工場にで実施した。参

加者30名、定刻 8時30分国鉄町田駅前を貸切パス

にて出発、 9時40分広大な敷地に整然と工場群が

林立する同工場に到着した。同社社員の丁重なる

出迎えをうけ全員 レクテュアールームに集合。井

上製造部長より同社工場の説明をうけ、次いで生

産工程を平易に解説した映画により予備知識を吸

収した後いよいよ核心の生産現場の見学となった。

特別なはからいをいただき通常の見学者コースか

らはずれ、溶接火花がとびちり、無人運搬車が行

きかう現場の立ち入りが許されたことはなんとも

幸運で、あった。製造部長並びに製造課長がじきじ

きに説明者として同行され、第3工場のプレス工

程、第 2工場の車体組立工程、生産管理のコント

ロールタワー、第 l工場の株械加工 ・エンジン加

工工程と流れる如き状況でつぶさに見学した。特

に話題の溶接ロボットの前では(我国最新鋭ー工

程60ヶ所以上を溶接する)一同驚きの声、またロ

ボットとロボットのはざまに働く若い労働者のモ

ラールに一同大いに敬服、人間の底知れぬ英智を

今更ながら感じた次第である。昼食をはさみ午後

より井上製造部長を中心に懇談会を開催、労務管

理、経営管理、下請制度、生産技術、貿易摩擦問

題など広範にわたり終始若者らしい活発な質疑と

意見交換が行なはれ極めて内容の充実した研修会

となりました。なお今回の催しは当法人会役員制

アイコ一様に多大のご尽力をいただいたことを特

に付記する次第です。

(記青年部会長杉浦信男)
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新会員の」ー-~~ 紹介
自 57. 1. 1 
至 57. 5. 31 

法人名 在 電話代表者 戸庁 地 業 種
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側サンキョウイン
コーポレイデット 許加代子!南つくし野1-6-181貿

備 お か べl阿部ミチ子|つくし里子1-33-14 
側ロジァク!大脇秀雄市里町三泊予品4

(初ジヤボネ l小栗慎一|士り2zリ五土33コ
(荷ベロア、ササキ l佐々木勝弘!小山町1968-2 

(布佐々木製作所|佐々木一雄|森野6-319 

(布中川電気商会|中川義夫|森野2-30-12 

幸正建設附|渋谷利幸!森野6-359 

(却かのえ商事!藤原定雄 l原町田 2-8 -14 

(訪ソフトウエア研究所!池田

附OMBオピニオン|内団

側井原製作所|井原

ムロの
回
鴻↓
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q
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1
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1
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ι
 

丸
一
之

町
3

田

3

井

地

町

森

金

団

本

金

浩

賓

久
ず本・

側浜野屋酒匝 1原 三郎 i金森 1-3-1 

(布梅津商事|梅津新一|山崎町2，2002-4-104

附東邦電子|沢田良隆|忠生 2-33-7 

エース電機刷|磯川武雄|忠生 1-29-13 

(布スギ電子|杉山元治|木曽町2065 

附メカトロニス|木本広子|忠生 1-14-8 

(布嘉数興業|嘉数詠文|山崎町1091-19

(布三笠厨房興業|鳥越秀司|鶴JlI5-4 -13-504 

(布アテック|前川瑞久|南成瀬2-24-6 

附西東京マツシマ|堀越喜四郎|成瀬2323-9 

l五十嵐敏高|
備五十嵐企画|五十嵐友二郎|南大谷1，

側エトセトラ|市川智章|原町田 6-11-6

生麺、乾麺製造販売

自動制御盤製作設計

マーケティング企画

建築一式

易

化粧品、洗剤の販売

情報処理産業

飲食庖経営

皮革製品製造販売

電気部品組立製造

電気工事業

建設業

理容業

コンピュー夕、
コン→ナ1レタント

新製品開発販売

抜型製造

酒類小売販売

アクセサリー却販売

電子部品組立

ビデオ部品組立

電機器具部品製造

生産自動化設備開発

内装工事

厨房機具の販売修理

建設内装

家庭用品の販売製造

飲食庖

アクセサリ一、
室内装飾卸、小売

34-5 5 1 2 

25-5 5 9 6 

91-8 6 0 7 

97-0 7 4 7 

95-2 2 6 31 ~ 
95-5 8 3 3 

96-1 8 0 1 

95-7 3 9 9 

97-2 2 0 2 

25-3 3 4 1 

22-4 4 1 6 

'-28-9141 

28-7 9 2 2 

27-6 3 2 0 

25-0 4 4 3 

27-1 7 4 1 

22-7 2 8 0 

91-8 7 3 1 

93-0 3 0 1 

93-0 6 4 1 

93-0 2 5 8 

93-0 3 5 3 

93-3 1 1 1 

35-7 2 5 9 

28-1 7 7 4 

25-2 6 3 0 

26-3 1 0 6 

22-4 4 7 3 

d 
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法人名 代表者 在 電話所 地 業 種

(荷 毎 日|朴允龍|原町田4-3-9号

輿徳産業側|劉輿尭"， 4-4ー7

備広瀬工務庖|広瀬留音"， 4 -4 -2 

大谷青果側|大谷トシ " 6 -21-27 

附ボルネス本社|二子石邦雄|寺白ピiz哲二色
(荷町田日新堂|渡部篤美|原町田 6-21-1 

側東昇実業|東田守夫"， 6 -10-10 

備小口工業|小口辰芳"， 1ー18ー13

大共プラント工業側|久保田貞昭"， 3-8-4堤ピル

、|偏豊 商事|豊島紀芳|本町田2，387

(朝山下設備工業|山下徳愛|つくし野2-16-8 

(初日比野電子計器|日比野忠雄|金森1，342

(初フサミボーリング|不破 一夫|高ヶ坂1，020

(布細川製作所|細川輿司|小山町1，629-2 

尚栄機工側|野本幸助|木曽町2，299

マチダ電機工業側|沢田光男"， 1，759 

(荷アスカ電建|佐藤長音|常盤町3，312-2

(荷旭日商事|清水健治|中町1-1 -3 

守支主ど手手7L|青田 潤|南成瀬3ー2一10

(布イガヤ建装|桑原博允|原町田 1-18-3 

アイテック(初|鈴木 光 11 3 -8 -4 

(初大丸石材|音瀬大丸|鶴1115-3 -10-405 

、|ハウス興業側|夏梅忠生|能ケ谷町821

偏西海岸|樫井一夫 "'69

太陽技研側|渡辺能行|金森1，369-5 

サービス業

高級中国料理

建築業

青果業

建築・資材

25-1 5 0 1 

22-2 8 5 3 

22-2 2 7 1 

28-005 2 

メガネ、コンタクト販売 128-0102

飲食業、遊技場経営 128-7932 

左官業 1 23-0 7 4 1 

機械器具設置配管工事 122-6 5 7 1 

金融その他 1 25-7 9 3 1 

空調、水道、給排水 196-0202 

計測器 196-8 1 5 2 

ボーリングマシン販赫理126-4544 

熔 接

紙器、機械設計製作 1 91-3 5 0 2 

97-2 0 4 6 

電気機械器具製造

電気工事

飲食業

コンピュータプログラ
ム試作

一般建築

コンピュータシステム
開発設計

石工事一式

プレハプ販売施工

欽食業

住宅機器販売

91-2 4 2 2 

97-2 4 2 2 

28-7 8 9 3 

28-7 5 4 4 

22-3 0 9 3 

22-4 5 1 1 

35-8 8 2 4 

62-0 2 0 6 

34-6536 

96-9 9 6 6 

匡E 昭和56年間附発行の晩秋号(第4号)掲載、新会員のご紹介中、 16P欄楽大楽器並17P
(朝山川寛子の法人名が誤っていましたの.で、謹んでお詫び申し上げますと共に、下記のとお

り訂正させて項きます。

法 人 名 代表者 所 在 地| 業 種 電 話

側音大楽器 山下宗徳 原町田4-.23-16 楽器販売 28-6531 

(朝山川電子 山川智美 野漕田町32 1 0 電子機器 35-2 6 5 6 
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お気軽にご相談下さい。

国民金融公庫八王子支匝 電話 (0426) 46-7711 (代)

詳しくは(社)町団法人会へ TEL 26-2453・41 3 2 

。事業資金を必要とされる方へ
ご利用いただける方は

-個人または法人で、 i大のいずれかに該当する方です。

資本金 1，000万円以下

従業員 100人以下(商業・吋」ヒ7、業のt;l)j合は50人以下)

これに該当しない方でもお取扱L、I':t.来る場合がありま

すので、ご相談ください。

なお、新しく事業をお始めになろうとする方のご相談も承

っております。

.Ct 1:んどの掛重の方にご利用いたt:"けますが、金融業、投機的事業、一部の遊興娯楽業等の業種の方はご
利用いたt:"けません。 、、

資金の使いみちは

商品の仕入れに 1 1・底舗を広げたので商品の品数をふやしたい

阿川 ・在庫の有慨をしておきt:い

1 1・取扱商品を新い、商品に切りかλたい

資金繰りに 1_.1・買桂峰や手形の決済資金がl;tしL、
市川
lJ・ボーナスの支払L、資金がほしい

工場・ 庖舗など1_1・工場・底舗の新築 .J曽改築 ・改装をしたい
川列I

の建築に ド1・従業員宿舎や厚生施設を新設したい

機械 ・軒南など| ・経営合理化のために訟断Eの樹舵購入したL、

の購入に H列|・機動力を増すために奉納を購入したい
1 1・什器・術品を更新したい

取扱商品の変更 r I・薬局で化粧品のウェイトを高めるためショー

に際しての設備卜J ウインドを増設したい

に 1 1・i舌版印刷からオフセット印刷のウエイトを高

ll めるため、印刷機を購入したい

業種の変更に際I ・婦人服の仕立かhブティックに切替えるため、

しての設備に 伊j庖舗を改築しわ

nu 
η
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町田税務署管内町田法人会福祉制度のあれこれ

(1)経営者役員のみなさんに

ガンも地震も海外旅行の事故も(入院) (医療) (休業) (手術)もこんなに幅広い保障がある法

人会の経営者保障制度こんな保障があるのを御存Uでしたか? しかも全額損金・掛金は割安です。

又役員の退職金制度作りは法人会の役員退職金積立制度は高利回りで絶対有利元本保障の制度です。

(2) 従業員の退職金に悩まれている社長さん方に

損金で落せる退職金制度。 55年より退耶給与の引当金の控除率が50%から40%に下がりました。過

去の勤務年数の長い従業員も今からでも大丈夫。

…法人会の特定退職金共済制度をどうぞ。

(3) 従業員の福祉労災をお考えの社長さんに

、...従業員福祉に関して業務内外の事故や災害等種々御考えでしょうが労災の上乗せに 1人500円位で
種々設計致します。……従業員グループ保険

(4) 相続税をお考えの皆様ヘ

貴方の相続税はいくらになるでしょう?相続プランを無料でコンピュータがはじき出します。

(5) 社内諸規定を作ろうとお考えの企業の方々に

①就業規則 ②給与規定 ③退職金規定 ④役員退職金規定 ⑤役員死亡退職金慰労金規定

等の諸規定を作ろうと御考えの方々に無料で資料を御届け致します。

(6) 老後の年金をお考えの皆様に

今ブームになって居ります個人年金が法人会より発売になりました。

老後の設計を含めてぜひ御相談下さい。

以上種々相談を受け承ります。又、同封の返信用葉書に必要な項目を記入し、御送り下さい。

※ 尚、上記のデータは全国40万企業のデータを基にコンピュータがお答え致します。

御問合せは TEL 0427-26-2453 町田法人会までどうぞ/

(又同封の返信用ハガキで資料をご請求下さい)

編集後記

、・光陰矢の如くとか、暗号をお届け以降思はぬご無駄その聞記事が山積、初夏号は会報開びゃく

以来の頁数となりました。

・内容は総会記事を中心に編集、月末開催のため出席をあやぶむ声をよそに多数の会員の出席を得、い

つものことながら厚いご協力頭の下る思いでございます。

・ついに事H織率で東法連第4位、誠に悦こばしいニュースです。原動力となられた会員噌強功労者の表

彰が総会席上実施されましたが表彰こそ失したがもくもくと真撃の活動をされた多くの会員がいること

を忘れてはならない。

・何事も造ることも大変だが維持することは更に大変だと云う。立派な組織率を維持していくことに想

いをはせなければならない。その方途は何か?答えはそう簡単で、はない。しかし会員の真のニーズを汲

み上げ活動の活発化を期すことがひとつの答えであることは疑う余地がない。

・増強委員会の活動成果、青年部会の斬新な会務推進誠に遅もしい。めでたく婦人部会も設立、図示さ

れた組織は正に万全のものだ。これより各車H織機構が真の始動えスイッチONを待つばかり。これらの

活動のニュースを数多く提供できたら幸甚一杯である。 広報委員会

qa 



、、

法人会の「経営者大型総合保障制度Jは他の保険と

どのように遣うのでしょうか?

/ 

(例 1) 

A氏は交通事故により20日入院の後

120日療養され、この間医療経費

200万円を要しました。

くお支払いは〉

|生命保険の場合|

入院20日X10，000円=20万円

|法人会の保障制度の場合|

入院20日X10，000円=20万円

休業保障金140日X20，000円=280万円

医療実費・....................・・・・・・・・・200万円

合 計…・…・………・・………"500万円

(例2)

B氏は作業中に誤って親指を指関節から切断し

50日間の療養を要しました。

(お支払いは〉

|生命保険の場合|

障害給付金 100万円

|法人会の保障制度の場合|

休業保障金50日X20，000円=100万円

後遺障害保障金10，000万円X20%=2，000万円

合 計・・…・・・・・・…・・…・…・・…・・・・…・2，100Jj円

(注)死亡保険金 l億円・入院給付金(日額)10，000円・障害給付金100万円

の生命保険と法人会 l億円コース加入の場合。


